
 

 

 

 

 

 

 

 

○単元観 

本単元は，学習指導要領のＣ－(１)の，「具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それら
の変化や対応を調べることを通して，比例，反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数
関係を見いだし表現し考察する能力を培う」ことを目標としている。 

小学校における数量関係については，第４学年より学習が始まる。第４学年には，ともなって変
わる２つの数量についてその関係を表したり調べたりし，第５学年には数量関係の見方や調べ方の
理解を深め，第６学年には表やグラフを利用した比例・反比例の考察を深めるところまで学習する。
すなわち，比例・反比例については基礎的な学習がなされ，生徒にとっても馴染み深いものになっ
ている。中学校では，比例・反比例について，変域を負の数にまで拡張し，文字を用いた式で表現
する。そして，一般的に，ａを比例定数として，比例は，ｙ＝ａｘまたはｙ/ｘ＝ａという式で表
され，反比例は，ｙ＝ａ/ｘまたは，ｘｙ＝ａという式で表される関係であることを学習する。ま
た，座標，グラフについても小学校での扱いは小さく，この単元で始めて座標を理解し，数量の関
係を座標を用いてグラフに表すことを学習する。 

○生徒観 

 ４月の入学時に行った校区合同テストでは，関数領域において，       表１ 
①図形の２つの数量に注目し，その２つの数量の変化と対応を表 
にまとめる問題，②２つの数量関係を式で表す問題，③２つの数 
量関係のうち，一方の値を決定した時のもう一方の値を求める問 
題を行った。結果は右の表１の通りで，２つの数量関係を見いだ 
し，整理・分析し，活用する問題に課題がみられる。 
したがって，本単元においても，特に日常的な事象から２つの 

数量関係を表やグラフ，式などを用いて，整理し，それを利用す 
る活動をとり入れた演習の充実が必要であると考える。 
○指導観 

指導にあたっては，主体的な学びとなるよう，生徒に必然性を感じることのできるような課題設
定を工夫する。そこから生徒は，必要な情報を取捨選択し，既習事項をもとに課題を解決していく
活動を積み重ねることで，思考力・判断力・表現力の向上を図る。さらに，個人で解決が難しい課
題や支援が必要な場面では，４人班をつくり，共同して課題に取り組んだり，教えあいを行ったり
するための時間をなるべく多くとるようにする。また，特に授業に遅れが出るような生徒に関して
は机間指導などで，個に応じた指導を行う。 

本単元では，日常生活にある具体的な事象を多く取り入れ，興味関心を持たせ，処理的なものだ
けの習得にとどまることなく，関数関係を見いだす力や多様な手法により結果を推測したり判断し
たりする力も養わせる。 

本時は，与えられた複数の資料をもとに，レンタカー会社から２つの車のうち，どちらの車を利
用した方が得かを考えさせる。生徒の力で，問題の解決に見通しを持たせるための発問，教具等を
工夫し，表・式・グラフなどを用いて，自分の考えを説明できるようにさせる。 

 
 

 
 
（１）関数関係の意味を理解することができる。 

（２）比例，反比例の意味を理解することができる。 

（３）座標の意味を理解することができる。 

（４）比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解することができる。 

（５）比例，反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明することができる。 

 
正答率 

学年全体 
１０５Ｒ
の生徒 

① 63.6% 44.7% 

② 48.7% 47.4% 

③ 51.3% 39.5% 

単元について 

単 元 の目標  

数学 第１学年 福山市立城北中学校 指導者 菅 隆幸 

   

 

 

 

 

比例・反比例 
単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

思考力・判断力・表現力 主体的に学ぶ力 

他者とかかわる力 



 
 
 

ア 数学への 

関心・意欲・態度 

イ 数学的な 

見方や考え方 
ウ 数学的な技能 

エ 数量や図形などに 

ついての知識・理解 
①ともなって変わる２つの数
量に関心を持ち，具体的な事象
の中から見つけたり，その関係
を調べたりしようとしている。 
②比例の関係に関心を持ち，具
体的な事象の中から比例とし
て捉えられる２つの数量を見
いだしたり，その関係を式で表
したりしようとしている。 
③座標を使った点の表し方に
関心を持ち，点の位置などを調
べようとしている。 
④比例のグラフの関心を持ち，
比例定数を変えて調べたり，そ
の特徴を考えたりしようとし
ている。 
⑤反比例の関係に関心を持ち，
具体的な事象の中から反比例
としてとらえられる２つの数
量を見いだしたり，その関係を
式で表したりしようとしてい
る。 
⑥比例や反比例を用いて具体
的な事象をとらえ説明するこ
とに関心をもち，問題の解決に
生かそうとする。 
⑦対応する２つの数量間には，
様々な 
関係があることに関心を持ち，
自ら新たな関数をつくりだし
たり，その関係を調べたりしよ
うとする。 

①変域が負の範囲を含む場合
や比例定数が負の場合につい
ても， 
比例の関係になるものがある
ことをとらえることができる。 
②比例のグラフの特徴を見い
だすことができる。 
③具体的な事象の中から取り
出した２つの数量関係が比例
であることを理解し，変化や対
応の特徴をとらえたり，それら
を説明したりすることができ
る。 
④変域が負の範囲や比例定数
が負の場合についても，反比例
の関係になるものがあること
をとらえることができる。 
⑤反比例のグラフの特徴を見
いだすことができる。 
⑥具体的な事象の中から取り
出した２つの数量関係が反比
例であることを理解し，変化や
対応の特徴をとらえたり，それ
らを説明したりすることがで
きる。 
⑦具体的な事象の中から取り
出した２つの数量関係が比例，
反比例であるかどうかを判断
し，変化や対応の特徴をとらえ
たり，それらを説明したりする
ことができる。 

①変数の変域を，不等号を使っ
て表すことができる。 
②比例の関係をｙ＝ａｘの式
で表すことができる。  
③対応する１組のｘ，ｙの値か
ら比例の式を求めたり，比例の
式に数を代入して対応する値
を求めたりすることができる。 
④平面上の点の座標を求めた
り，座標から点の位置を求めた
りすることができる。 
⑤比例の式から表をつくり，比
例のグラフをかくことができ
る。 
⑥反比例の関係をｙ＝ａｘの
形の式に表すことができる。 
⑦対応する１組の，ｘ，ｙの値
から反比例の式を求めたり，反
比例の式に数を代入して対応
する値を求めたりすることが
できる。 
⑧反比例の式から表をつくり，
反比例のグラフをかくことが
できる。 
 

①変数・変域，関数の意味を理
解している。 
②比例の意味や変化の特徴を
理解している。 
③比例のグラフの特徴を理解
している。 
④反比例の意味や変化の特徴
を理解している。 

 
 
 

本校の育てようとする資質・能力 
評価の観点 

関 考 技 知 

知識 
   

   ○ 

スキル 

思 考 力・ 

判 断 力・ 

表 現 力・ 

思 

①情報を整理・分析し，自らの考えをまとめる力 

②適切に判断，意思決定する力  

③様々な考えを，批判的な視点で捉えようとする力 

④自分の考えを相手が納得できるよう分かりやすく伝える力 

 ○ ○  

意欲 

態度 
主体的に学ぶ力 主 ①自ら考え，自ら行動し，自ら解決しようとする力 ○    

価値観 

倫理観 

 

他者とかかわる力 
他 

①積極的に他者と協力し，課題を解決しようとする力 

②他者との関わりを通して，自らの考えを深めたり変えたりし

ようとする力 

○    

社会貢献力 社 
①地域のよりよい社会のために，何をすべきかを考え実行しよ

うとする力 
    

自己形成力 自 

①前向きにチャレンジし，より自律・自立した人間になろう 

とする力 

②自らの考えや意見を持つ力 

    

 

 

 

Ⅰ具体的な事象の中から二つの数量について，Ⅱそれらの変化や対応を調べることを通して， 

Ⅲ関数関係を見いだし表現し考察する力を培う。 

 

単元 の評価規準  

資質・能力と評価の観点とのかかわり 

Ⅰ学習内容とⅡ学習活動，Ⅲ単元として育てたい資質・能力のつながり  



 

 

パフォーマンス課題 評価基準 

あなたは，これから友だちと４人で車を

借りて１２０ｋｍ離れた，遊園地に行くこ

とを計画します。 

Ａ社の車のレンタル料は，１日１万８０

００円です。Ｂ社の車のレンタル料は，１

時間２千円です。どちらもレンタル料に加

えて，使用したガソリン代も追加して払わ

ないといけません。次の資料を参考にして，

どちらの車を借りた方が得か説明してくだ

さい。説明には，表やグラフ，式などあれ

ば分かりやすいですね。 

Ａ 

グループで協力して，結論を導き，その結論

を表や式，グラフ等の数学的な表現を用いて，

的確に説明することができている。 

Ｂ 

資料から，必要な情報を取り出し，グループ

とともに整理・分析して正しい結論を導き出

すことができている。 

Ｃ 

資料から，必要な情報を取り出し，グループ

と協力して，課題を解決しようとしている。 

 

 
 

時 

 

学
習
過
程 

学習内容 

評     価 

関 考 技 知 
評価規準 

（評価方法） 

◇資質・能力育成場面 
  【資質・能力】 
◆資質・能力評価場面 
  【資質・能力】 

（評価方法） 

１ 

課
題
設
定 

・具体的な事象の中から，伴っ 
 て変わる２つの数量を見いだ 
す。 

・小学校で学んだ比例や反比例 
 の表式グラフなどについて復 
 習する 

◎    
ア－① 
（発言内容，ワークシート） 

◇自分なりに課題に対して見

通しを持ち，考えをまとめる。   

【思－①】 

◇情報から２つの数量関係を，

整理した表・式・グラフをもと

に判断している。【思－②，③】 

◇自らの考えを数学的用語を

用いて，相手に伝えている。    

【思－④】 

◇自ら積極的に，課題解決に向

けての手段を考えようとして

いる。【主－①】 

◇まわりの意見をもとに自ら

の考えを深める。【他－②】 

◇グループ活動・協働場面にお

いて，積極的に分かっているこ

とや分からないことを交流し，

協力して課題解決へ向け取り

組もうとしている。 

    【主－①，他－①】 

 

２ 

情
報
の
収
集 

・変数，変域の意味を理解する 
・関数の意味を理解する 
 
 

  
○ 

 

 

◎ 

ウー① 
（発言内容） 
エ－① 
（ワークシート） 

３ 

・変域を負の範囲まで拡張し， 
比例の意味を理解する 

  
◎ 

 

 

○ 

ウー② 
（発言内容） 
エー② 
（発言内容） 

４ 

・比例には，比例定数が負の場 
合もあることを理解する ○ 

 

 

◎ 
  

ア－② 
（発言内容） 
イー① 
（ノート） 

５ 
・対応する１組のｘ，ｙの値か 
ら，比例の式を求める   ◎  

ウー③ 
（ノート，発言内容） 

６ 

・座標の意味を理解する 
○ 

 
 

 

◎ 
 

 

ア－③ 
（発言内容） 
ウ－④ 
（ワーク，ノート） 

７ 

・座標の考え方を使って比例の 
グラフをかく 

  
◎ 

 

 

○ 

ウ－⑤ 
（ワークシート） 
エー③ 
（発言内容） 

８ 

整
理
・
分
析 

・比例の変化や対応の仕方と関 
連付けて比例のグラフの特徴 
を調べる ○ 

 

 

◎ 
  

ア－④ 
（発言内容） 
イ－② 
（ワークシート） 

９ 

ま
と
め
・ 

創
造
・
表
現 

・比例のまとめ，比例の活用 
 
 
  ◎   

ウー③ 

（ワークシート） 

単元 の終末におけるパフォーマンス評価  

指導 と評価の計画  



10 
情
報
の
収
集 

 
 

整
理
・
分
析 

・反比例の意味を理解する 

  
◎ 

 

 

○ 

ウ－⑥ 
（ノート） 
エー④ 
（発言内容） 

 

11 

・変域や比例定数を負の範囲ま 
で広げ て，反比例の関係を 
調べる 

○ 

 

 

◎ 
  

ア－⑤ 
（発言内容，ノート） 
イ－④ 
（ノート） 

12 
・対応する１組のｘ，ｙの値か 
ら，反比例の式を求める   ◎  

ウ－⑦ 
（ノート，発言内容） 

13 

・座標の考え方を使って反比例 
 のグラフをかく 
・反比例の変化や対応の仕方と 
関連付けて反比例のグラフの特 
徴を調べる 

 
○ 

 

 

◎ 
 

イ－⑤ 

（ワークシート） 

ウ－⑧ 

（ワークシート） 

14 

ま
と
め
・ 

創
造
・
表
現 

・反比例のまとめ，反比例の活 
 用 
 
 
 

 ◎   
イ－⑥ 

（ワークシート） 

15  

・比例と反比例の探究① 
（比例・反比例の知識を活用した問題） 

 パフォーマンス課題 
○ 

 

 

◎ 
  ア－⑥ 

（行動観察，ワークシート） 

イ－⑦ 

（ワークシート） 

◆【思－①②③④】 

（ワークシート） 

◆【主－①，他－①】 

（行動観察） 

16 

実
行 

・比例と反比例の探究② 
（比例・反比例の知識を活用した問題） ○ 

 

 

◎ 
  

◆【思－①②③④】 

（ワークシート） 

◆【主－①，他－②】 

（行動観察） 

17 

・比例と反比例の探究③ 
（関数の世界の広がりを体感する） 

◎    
アー⑦ 

（行動観察，ワークシート） 

◆【思－①②③④】 

（ワークシート） 

◆【主－①，他－②】 

（行動観察） 

18 

 

振
り
返
り 

・単元の振り返り 
 
 
     

 ◆【思－①②③④，主－①， 

他－①②】 

（振り返りシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（１限目/18） 

 学 習 活 動 指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
１
０
分
） 

 
・小学校で，学習した比例・反比例 

 について，学んだことを振り返る。 

 

比例      比例ではない 

    

    
　　

    

    

    

    
　　

    

    

 

反比例     反比例ではない 

 

 

 

 

 

 

・比例と反比例についての特徴が，どの程度定着し

ているかを確認する。 

比例 

 「ｘの値が２倍，３倍，…となるとそれにともな 

ってｙの値も２倍，３倍，…となる」 

 「ｙ＝（決まった数）×ｘ」「ｙ/ｘ＝（決まった数）」 

反比例 

 「xの値が２倍，３倍，…となるとそれにともな 

ってｙの値も１/２倍，１/３倍，…となる」 

  「ｙ＝（決まった数）÷ｘ」「ｘｙ＝（決まった数）」 

 

・学習したことばを使って説明すると，みんなも納 

 得しやすいことに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展
開
（３
５
分
） 

・日常にある比例の関係にあるもの 

 や反比例の関係にあるもの，比例 

でも反比例の関係でもないものを 

例示し，生徒にその根拠を考えさ 

せる。 

 

   

・比例や反比例の関係であるものは，なるべく学習 

したもので例示する。 

・比例や反比例の関係にないものの例示については，   

 「  比例や反比例のようで違うもの」や「他の関数と  

なる  なるもの」など，生徒が「おや？」，「なぜ？」 

    と思うようなものを用意する。 

 ⇒小学校で学習したことだけでは，正しい判断が 

できないことに気づく 

         

        ・必要があれば①～⑨のイメ 

ージを説明する。 

・個人で考えさせる。 

        ・集団（４人グループ）で結 

論と理由を交流する。 

        ・各グループに①～⑨の問題 

         を割り当て，ホワイトボー 

         ドにまとめ発表できるよう

にする。       にする。 

        ・きちんと数学的用語を用い

て説明できたり，説明に工

夫をしていたりしていた場

合には，すかさず評価する。 

 

 

 

◎ともなって変わる

2つの数量に関心を

持ち，具体的な事象

の中から見つけた

り，その関係を調べ

たりしようとしてい

る。 

（発言内容・ワーク

シート） 

ま
と
め
（５
分
） 

・本時のまとめと本単元の見通しを 

確認する。 

・ともなって変わる２つの数量について，その関係

を説明するためには，みんなが共通して理解でき

ることばを用いて説明することが大切であること

を確認する。 

・中学校に入り，負の数や文字式を学習して比例や

反比例の世界がどう広がっていくのかを学習する

ことを確認する。 

 

 

 

 

本時 の学習  

課題の設定 

【本時のめあて】 

比例か反比例，またはどちらでもないかを判断することができる。 



（２限目/18） 

 学 習 活 動 指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
①
（
１
０
分
） 

 
 

 

 

 

①ともなって変わる２つの数量につ 

いてその取りうる値の範囲には制 

限があるものがあることに気付

き，変域の意味について理解する。 

 

 

 

 

・表をもとにｘの値をどんどん大きくしていき，ｙ 

の値が答えられなくなる状況があることに気付か 

せる。⇒変域の必要性を実感する！ 

 

 

 

 

 

 

展
開
①
（
１
０
分
） 

・プリントで変域の表し方を確認す

る。 

 

・不等号の記号について，等号がつくものとつかな 

いものの違いを押さえておく。 

・「以下，以上，未満，より大きい（小さい）」の

ことばでの表し方と不等号での表し方の関連を重

視する。 

・数直線で表す際の端点の表し方●と○について，   

 黒板で板書する際，白く塗りつぶしたものが●（黒

丸）で，塗りつぶさないものが○（白丸であるこ

と）を確認しておく。 

 

 

○変数の変域を，不

等号を使って表すこ

とができる。 

（発言内容） 

 
 

導
入
② 

（１
０
分
） 

②時刻と気温の関係を表したグラフ 

を見て，ある時間に対応する気温 

はただ１つに定まることを確認 

し，その関係が関数であるという 

ことを理解する。 

・関数関係とは，関係する２つの数量について，一 

方の値を決めれば他方の値がただ１つ決まるよう 

な関係を意味していることを復唱させて，確認す 

る。 

 

 

 

 

 

 

展
開
②
（１
５
分
） 

・1/18で使用したプリントをもとに 

 それぞれの数量関係が関数かそう 

でないかを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・比例や反比例が関数であることはもちろんのこと， 

比例でも反比例でもないものも存在することに気 

付かせる。⇒関数の世界観を感じる！ 

・“ｙはｘの関数である”の表現について，ｘ，ｙ 

 のような変数だけではなく，具体的にことばを用 

いても表現できるようにさせる。 

例：“正方形の面積は一辺の長さの関数である” 

          

       ・1/18でホワイトボードに整理し 

た①～⑨の表をもとに関数か関 

数でないかを判断させる。 

       ・⑤関数ではないが⑨は関数であ 

        る（※このクラスの生徒は同 

じ名字の生徒がいるため）こと 

を確認する。 

       ・比例，反比例以外にもいろんな 

関数があることを確認する。 

        ・最後に左記の表を生徒に配りノ 

ートに貼らせる 

 

◎変数・変域，関数

の意味を理解してい

る。   

（ワークシート） 

ま
と
め 

（５
分
） 

・変域と関数についてまとめる。 ・変域の意味と表し方，読み方，数直線での表し方 

 を整理する。 

・関数の意味と関数関係にある２つの数量は「…は 

～の関数である」という表現を用いるということ 

をまとめで再度押さえておく。 

 

情報の収集 

【本時のめあて】 

①変域を表すことができる。 

②“関数”の意味を理解することができる。 

３

３ ３

３

３０ ３０

３０３０

次の変域を不等号を用いて表しなさい。

①　は以上　　　　　　　　　　　②　は以下

③　はより大きい　　　　　　　　④　は未満（より小さい）

⑤　は０以上以下　　　　　　　　⑥　は０以上未満（より小さい）

⑦　は０より大きく以下　　　　　⑧　は０より大きく未満

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（より小さい）



（３限目/18） 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
１
０
分
） 

 
・変域を負の数まで拡張したとき， 

比例の関係にある２つの数量の変 

化の仕方や対応の仕方がどのよう 

になっているかを確認する。 

 

 

 

 

 

・正の数，負の数で学習した数直線上の原点を 

 数量の変化を見取る際の基準点という考えが 

 定着しているかどうかを発問で確認しておく。 

 

 

 

 

 

展
開
①
（２
０
分
） 

・表から比例の関係にあるときの値 

の変化の仕方についての特長を調 

べる。 

 

 

・変域が負の数まで拡張されても，値の変化の仕方 

は変わらないことを理解させる。 

・変域が負の数まで拡張されても，値の対応の仕方 

も変わらないことを理解させる。 

⇒小学校で学習したことと同じだ！ 

 

 

 

 
  
・ｙ＝ａｘについて，以下の用語の確認をする。 

 “比例定数（定数）”，“変数”，“ｙはｘに比

例する”，“比例の式”，“関数” 

・ここで初めて比例の式を文字を用いて表すことに 

なるため，小学校からのつながりやことばを用い 

た式との接続のイメージを重視する。 

“ ｙ＝（きまった数）×ｘ ⇒ ｙ＝ａｘ ” 

○比例の意味や変化

の特徴を理解してい

る。 （発言内容） 

 

 

展
開
②
（１
５
分
） 

・表から２つの数量の対応について 

 その関係を式で表したり，それが 

 比例かそうでないかを判断したり

する。 

・問１をする。 

 

 

 

 
 
・問１について 

（１）と（２）のイは，(周の長さ)＝(縦＋横)×2 

をイメージさせる。 

（３）にある，“yは xに比例するといえますか” 

の根拠として，今までは，「xの値が 2倍，3倍， 

…となるとそれにともなって yの値も 2倍，3倍， 

…となるから比例である。」が定着しているが， 

「ｙ＝ａｘの式で表すことができるから比例であ 

る。」という説明もできることを確認する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎比例の関係を 

y=axの式で表す 

ことができる。 

（発言内容） 

 

ま
と
め 

（５
分
） 

・比例の式と表の特徴についてまと

める。 

・比例における値の変化の仕方は，変域が負の数ま 

 で拡張されても変わらないことを押さえておく。 

・ｙはｘに比例する   ⇔  ｙ＝ａｘ 

  ｙはｘに比例しない ⇔  ｙ＝ａｘにならない 

 

 

情報の収集 

【本時のめあて】 

表や式から比例の特徴を理解することができる。 

縦の長方形の窓を開けたとき，

次のア，イのそれぞれについて下の問い

に答えなさい。

ア　開けた部分の面積をとする。

       …

  

イ　開けた部分の周囲の長さをとする。

       …

 

　との関係を表にまとめなさい。

　をの式で表しなさい。

　はに比例するといえますか。

比例の特徴 

①比例は，ｘの値が２倍，３倍，…となると，それにともなってｙの値も２倍，３倍，…となる。 

②比例は，ｙ＝ａｘの形で表すことができる。 

           

           



（４限目/18） 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

振
り
返
り
（５
分
） 

・表から式を求める練習を通して，

比例の式がｙ＝ａｘで表すことが

できることを定着する。 

 

 

 

・テストには，表に加え，ｘを何倍するとｙになるか 

を意識するようなワークシートにする。 

・3/18 の授業で学習したことが，5/18 の授業（比 

 例の式の求め方）でも生かすことができるように 

する。（※比例の式の求め方は難しいと捉えてい 

る生徒が多く，一番親しみのある表から式を考え 

る方が） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

導
入
（１
５
分
） 

 
 

 

 
 
・ｘの値が増加したとき，それに伴 

ってｙの値が減少していくような 

比例の関係にある数量を提示し， 

 それが比例であるかどうかを前時 

 で学習したことをもとに考える。 

 

 

 

 

 
 
・いきなり例題に入らず，直感でどう判断するのか 

を確認するために，比例定数が負の数となるよな 

比例の関係にある表を用意し，答えさせる。 

 ⇒単調減少でも比例となるものがあるんだ！ 

・比例定数が負の数のときは，「ｘの値が増加する 

と，それに対応するｙの値は減少する。」という 

特徴を全体で押さえておく。 

・ｘとｙの変域とその表し方もここで確認しておく 

 

 

 
 
○比例の関係に関心
を持ち，具体的な事

象の中から比例とし
て捉えられる２つの
数量を見いだした

り，その関係を式で
表したりしようとし
ている。 

（発言内容） 

展
開
（２
０
分
） 

・問２をする。 

 １分間に３㎝ずつ水位が減少する 

ように水をぬくとき，yを xの式 

で表しなさい。 

 

 

 

 

・問３をする。 

 次のア～エのうち比例であるもの

を答えなさい。また比例定数を答

えなさい 

  ア y＝８x   イ y＝x＋４ 

  ウ y＝－10x  エ y＝x/４ 

 

・表で整理できるよう，ワークシートで問の問題を 

 用意する。 

 

・２ｃｍずつ増加する ⇒ ｙ＝２ｘ 

 ３ｃｍずつ増加する ⇒ ｙ＝３ｘ 

２ｃｍずつ減少する ⇒ ｙ＝－２ｘ 

 ３ｃｍずつ減少する ⇒ ｙ＝－３ｘ 

       のようなとらえ方にも気付かせる。 

・問３は，各問題を比較しやすくするため表にして 

まとめさせる。 

・ｙがｘに比例する場合，式はどういう形で表すこ 

とができるのか，式のどこを見れば，比例と判断 

できるのかを，生徒に説明させる。 

・問３のｙ＝ｘ/４については，ｙ＝ａｘの形で表す

ことができることを全体で確認する。 

・問３は，４つの式を比較しやすくするために，マ

トリックスでまとめさせる。 

（項目：式・比例かどうか・比例定数） 

◎変域が負の範囲を
含む場合や比例定数
が負の場合について

も，比例の関係にな
るものがあることを
とらえることができ

る。 

（ノート） 

ま
と
め 

（５
分
） 

・比例の特徴について，前回に加え 

て新たに分かったことをまと 

る。 

・ｙ＝２ｘ        ｙ＝－２ｘ 

 比例定数が＋     比例定数が－ 

   ↓          ↓ 

xが増加，yも増加  xが増加，yは減少 

 

情報の収集 

【本時のめあて】 

比例の式を用いて，比例であることを説明することができる。 

           

           



（５限目/18） 

 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
１
５
分
） 

 
 

 

 

 

・比例定数ａを決定するためには， 

 どうすればいいか確認する。 

 

 

 

 

・問題文の中に，比例の式を求めるのに必要な情報が 

 何であるかを確認する。 

 「yは xに比例する」「ｘ＝２のとき，ｙ＝－８」 

・問題文の中で，質問（聞いているところ）はどこか 

 を確認する。 

 「ｙをｘの式で表しなさい」 

「ｘ＝－５のときのｙの値を求めなさい」 

・代数的な解答の仕方にも慣れさせることを意識す 

る。 

・比例定数をｙの値÷ｘの値，ｙ/ｘ，のように計算 

で求められることを表からも確認できるようにす 

る。 

・展開以降の時間を確保するため，導入における 

板書は，プリントで用意し確認後生徒に配付し， 

ノートに貼らせる。 

 

 

 

 

 

展
開
①
（１
５
分
） 

・問４をする。 

 ｙがｘに比例するとき，次の場合 

 について，ｙをｘの式で表しなさ 

い。 

また，ｘ＝－4のときのｙの値を求 

めなさい。 

①ｘ＝3のときｙ＝15 

②ｘ＝－6のときｙ＝－18 

・例題に比べ，問題の質問の仕方が異なるため，問 

題を解くのに混乱している（問題を整理するのに 

困っている）生徒が多くいれば，①の方だけ生徒 

とともに解答し，イメージを持たせる。 

・Ｃ層の生徒には，ミニ表を書かせ，その対応を見 

てｙの値はｘの値を何倍すればよいかを考えるク 

セを定着させる。 

・比例の式を求める部分と，ｙの値を求める部分を 

分けて書くようにする。 

・解く過程を机間指導で確認する。 

⇒ミニ表があると比例定数が求めやすいな！ 

◎対応する１組の

ⅹ，ｙの値から比例

の式を求めたり，比

例の式に数を代入し

て対応する値を求め

たりすることができ

る。 

（ノート，発言内容） 

 

 

展
開
②
（１
５
分
） 

・問５をする。 

  50gのおもりをつるすと 4cmのび 

 るばねについて，ばねののびは重

さに比例するとして， 

 ①ｙをｘの式で表しなさい。 

 ②このばねに 80gの重りをつるす 

  と何 cmのびるか答えなさい。 

 ③ｘの変域が 0≦ｘ≦100のとき， 

  ｙの変域を求めなさい。 

 

・ばねののびと重さに関する問題であるが，生徒は 

 ばねののびやばねの長さなどが混同しがちである 

ので，絵を用意し，視覚的に理解できるようにす 

る。 

・何がｘで，何がｙなのかしっかりと整理せずに 

 比例定数を 50÷4＝12.5とする生徒も出てくると 

考えられるので，机間指導等により状況をみて， 

必要があれば全体で確認する。 

・問５の③では，初めて yの変域を答える問題が登 

場するので，求め方や考え方等生徒に発問しなが 

ら丁寧に指導する。 

⇒両端の値を調べればいいんだ！ 

⇒やっぱりミニ表が大活躍だ！！ 

・解く過程を机間指導で確認する。 

ま
と
め 

（５
分
） 

・比例の式の求めるときのポイント 

をまとめる。 

・ｙはｘに比例する⇔ｙ＝ａｘ 

・比例の式やｘ，ｙの値を求めるとき，ミニ表で 

整理すると分かりやすい。 

 

情報の収集 

【本時のめあて】 

比例の関係にある，一組の値から比例の式を求めることができる。 



（６限目/18） 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 
(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

振
り
返
り
（
１
０
分
） 

・対応する１組のｘ，ｙの値から 

 比例の式を求める問題を確認す 

る。 

①ｙはｘに比例していて，ｘ＝５   

 のときｙ＝２５です。 

②ｙはｘに比例していて，ｘ＝４   

 のときｙ＝－１６です。 

③ｙはｘに比例していて，ｘ＝－２   

 のときｙ＝６です。 

④ｙはｘに比例していて，ｘ＝－２   

 のときｙ＝－１２です。 

 

・プリントで用意し，Ｃ層の生徒向けに，１問は， 

 代数的な解答の仕方と，表を使った簡単な求め方 

 を記したものを提示し，それを参考にして練習さ 

せる。 

 

導
入
（５
分
） 

・地図から特定の位置を示すのにど 

のような方法があるかを確認する。 

 

・黒板上にマグネットを一つ置き， 

 このマグネットが黒板のどの位置 

にあるかうまく説明する方法を考 

える。 

 

 

 

・“北緯○°，東経△°”のように，平面上の位置 

を特定するために２つの数の組を使って表す方法 

があることを確認する。 

・そのためには，平面上に基準となる点（例：黒板 

の左下の角）があるとうまく位置を説明できるこ 

とに気付かせる。 

○座標を使った点の

表し方に関心を持

ち，点の位置などを

調べようとしてい

る。（発言内容） 

展
開
（３
０
分
） 

・座標平面について学習する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問１，２，３をする 

 ○点Ｂ（３，２）の点をかきな 

さい。 

 ○図の点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの座 

標をいいなさい。 

 ○次の点を，図にかき入れなさい。 

  Ｐ（１，３）Ｑ（－３，４） 

  Ｒ（－２，－４）Ｓ（３，－２） 

  Ｔ（０，２）Ｕ（－４．５，０） 

・理科で気体の状態変化に関わり，時間と温度の関 

係を表からグラフに表す作業を行っているので， 

それを思い出させながら，座標の位置や点の取り 

方について確認する。 

・軸の読み方や原点の位置と読み方を押さえる。 

・座標の書き方と読み方は何度も反復させる。 

・ｘ座標は，“＋→右へ”，“－→左へ”という感 

 覚，ｙ座標は，“＋→上へ”，“－→下へ”とい 

う感覚をそれぞれ復唱させ定着させる。 

・正の方向についても触れておく。 

⇒これで，どの位置も表すことができるんだ！ 

・x座標，y座標を逆にしてしまう生徒が出てくる 

ことが予想できるので，生徒同士確認をさせるこ 

ととあわせて，机間指導でチェックする。 

・答え合わせの際は，座標の読み方，座標平面に関 

わる用語なども復唱させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
◎平面上の点の座標

を求めたり，座標か

ら点の位置を求めた

りすることができ

る。 

（ワーク，ノート） 

ま
と
め
（５
分
） 

・座標平面について，学習したこと 

をまとめる。 

 

・教科書 p．129の「座標を使って絵

をかこう」をする。 

・座標平面について学習し，新たに覚えるべき用語 

が本時では，多くあるため，生徒と一問一答しな 

がら覚えるべき用語を再度意識させ，その後ノー 

トにまとめるようにさせる。 

 

情報の収集 

【本時のめあて】 

平面上の点の位置を表す方法を調べよう。 



（７限目/18） 

 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 
(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
５
分
） 

 
 

 

 
 
・今まで小学校で学習したグラフに 

どんなものがあったか振り返る。 

 

 

 
 
・円グラフ，棒グラフ，折れ線グラフなどのことば 

 とともに，そのグラフの特徴がなんであったかを 

 確認する。 

・グラフは，何のために必要なものか生徒の考えを 

 聞く。 

 

 

 

 

 

展
開
①
（３
０
分
） 

・これから学習する比例のグラフが 

どういうものか，どのような特徴 

があるか調べる。 

 

 

・表について，“…”の扱いについて確認する。 

・比例のグラフは，前時で学習した，座標平面を使 

って考えることを確認する。 

・表を完成させる，グラフに点を取るのに時間がか 

かる生徒がいることが予想されるので，グループ 

内の教え合いや机間指導で丁寧に指導する。 

・比例のグラフは，直線であるではなく，あくまで 

対応する点の集合が直線になるということを押 

さえておく。 

⇒なるほど！点がたくさん集まるから直線のよ 

うになるんだ！ 

・グラフのかき方については，本時が初めてなので， 

 効率的・形式的なかき方よりも点の集合としての

グラフの意味を重視させるため，表から点をきち

んと取るようにさせる。 

・右下がりのグラフは，ここで初めて登場するので 

 座標をとる際に混乱する生徒が出てくることが予 

想できるため，確認しながら進める。 

 ⇒比例のグラフの特徴が分かってきたぞ！ 

・ｙ＝ａｘについて，比例定数が，正の数のときと 

負の数のときで，共通するところと異なるところ 

を答える問題であるが，これが比例のまとめにつ 

ながる問題であるので，ワークシートにしっかり 

とかかせ，生徒同士で交流させる。 

 

◎比例の式から表を

つくり，比例のグラ

フをかくことができ

る。 

（ワークシート） 

 

 

展
開
②
（１
０
分
） 

・xの値が１増加したときの，yの 

 増加量について調べる。 

・ｙ＝２ｘ …ｘの値が１増加すると，ｙの値が２増 

 加する。ｙ＝１/３ｘ …ｘの値が１増加すると， 

ｙの値が１/３増加する。（ｘの値が３増加すると， 

ｙの値が１増加することも触れておく） 

・次時でｙ＝ａｘについて，ｙ＝△/○ ｘと表すと， 

 必ず（○，△）を通ることに気付かせるため，な 

 るべくｘとｙの値について増加量の変化に着目さ 

 せる。 

 

○比例のグラフの特

徴を理解している。

（発言内容） 
 

ま
と
め 

（５
分
） 

・比例のグラフの特徴についてまと 

める。 

・次時にこれまで学習した比例についてのまとめを 

するので，学習してきたことを再度復習しておく 

ように伝える。 

 

【本時のめあて】 

比例のグラフがかけるようになろう。 

情報の収集 



     

























①

②

（８限目/18） 

 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 
(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
１
分
） 

 
 

 

 

 

 

 
 
・これまで，比例について学習したことをここで， 

 まとめて整理することを確認する。 

 

 

 

 

展
開
①
（
９
分
） 

・比例のグラフだけでなく，式や表， 

グラフの特徴をノートにワークシ 

ートを貼り，まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシートにまとめさせる前に，表や式，グラ 

フの特徴を発問により答えさせ，全体でイメージ 

をつくってから，ワークシートへまとめさせる。 

・机間指導で，うまくまとめができない生徒へは個 

別に支援する。 

 

⇒以外に，ここまで学んだ事って，たくさんある

んだ！ 

⇒こうやって，学習したことをまとめると，学ん

だことや使い方が整理できて分かりやすい！！ 

◎比例のグラフの特

徴を見いだすことが

できる。 

（ワークシート） 

 

ま
と
め
① 

（
１
５
分
） 

・比例についてまとめたことを発表 

する。 

・比例について，まとめた事柄が，次時の比例のま 

とめとしての活用問題で，どう活かされるかを実 

感できるよう今日，まとめた事柄を忘れないよう 

にすることを伝える。 

 

展
開
②
（２
０
分
） 

・問 11，12をする。 

 ○比例定数は，正の数，負の数の 

どちらですか。 

 ○このグラフについて，ｙをｘの 

式で表しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グラフから式を求めることは，生徒にとって難易 

度としては高い問題である。十分理解ができると 

想定される生徒に向けて，代数的な方法で，解く 

場合や，整数値の座標から比例定数を求めて比例 

の式を導く方法，また逆に比例の式の比例定数に 

着目して，整数値のグラフ上の点を求める方法な 

どにも触れておく。 

まとめイメージ 

《グラフから式》 

 ①グラフ上のきりのよい点を見つける 

 ②（○，△）を通るから比例定数は a＝△/○ 

 ③ｙ＝△/○ ｘ 

《式からグラフ》 

 ①ｙ＝△/○ ｘ 

 ②（○，△）を通るので 

 ③原点と（○，△）を結べばグラフの出来上が 

  り 

○比例のグラフの関
心を持ち，比例定数
を変えて調べたり，
その特徴を考えたり
しようとしている。 

（発言内容） 

 

 

ま
と
め
② 

（５
分
） 

・確かめようの問題をする。 ・この問題は，定着すべき問題なので，生徒同士で 

分からないところがあれば，教え合うようにさせ 

る。 

・答えを配り，早くできた人は答え合わせをさせ， 

 まだの生徒は，次時までにやっておくことを指示 

する。 

 

整理・分析 

【本時のめあて】 

比例について学習してきたことを整理しよう。 



（９限目/18） 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
２
分
） 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
・事前にプリントを配布し，ノートに貼らしておく。 

 

 

 

 

 

展
開
①
（
２
５
分
） 

・解くための手立てを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・考え方を交流する。 

・どんな情報が必要か，どうすれば本数を求めるこ 

 とができるかを考える時間と発表する時間を確保 

する。 

⇒1本あたりの重さやつかんだくぎの重さを調べ 

たらよさそうだ！！ 

・くぎの本数と重さの関係どう整理すればよいか 

 ⇒あ，これは比例の関係だな！ 

 ⇒比例式が使えそうだ！！ 

 ⇒つかんだ重さを，1本あたりの重さで割ればい 

いんだ！ 

 ⇒表にするとイメージしやすいや！！ 

◎具体的な事象の中

から取り出した２つ

の数量関係が比例で

あることを理解し，

変化や対応の特徴を

とらえたり，それら

を説明したりするこ

とができる。（ワー

クシート） 

 

 

 

 

 

展
開
②
（２
０
分
） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
・考え方を交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グラフのどこに着目すればよいかを全体で確認す 

る。 

・「ｘの値が△△のときのｙの値が○○なので・・・」 

 「ｙの値が○○のときのｘの値が△△なので・・・」 

 などのような表現をグラフを読むときには意識さ

せる。 

・比例定数が，速さを表していることも生徒に気付 

かせるようにする。あわせて，グラフをもとにｘ 

の増加量にともなうｙの増加量にも注目させる。 

ま
と
め
（３
分
） 

・問題を振り返る 

 

・本時の課題を通して，表や式，グラフの有用性を 

確認する。 

・比例の考えを使えば，予測もできることやグラフ 

からはいろいろな情報が読み取れることを確認す 

る。 

 

まとめ・創造・表現 

【課題２】 

兄と弟が同時に家を出発して，駅までの 1200ｍの道のりを歩きます。2

人が，家を出てからｘ分間に歩いた道のりをｙｍとします。 

下の図は，兄について，ｘとｙの関係をグラフに表したものです。 

弟は分速 60ｍで歩くとき，次の問いに答えなさい。 

 

【課題】 

同じ釘 20本の重さを調べたところ，50ｇありました。このとき，適当

につかんだ釘の本数を調べるには，どうすればいいですか。 

【本時のめあて】 

比例で学習したことを活用して，知りたい情報を見つける方法を考えよう。 

【追課題】 
○くぎの重さが７２５ｇのとき，

くぎの本数は何本あると考えら

れますか 

 

①弟のグラフを上の図にかき入れ 

なさい。 

②弟は家を出てから何分後に駅に 

つきますか。 

③グラフから，兄の歩く速さを求 

めなさい。 

④兄が駅についたとき，弟は駅に 

手前何ｍの地点にいますか。 

 

          











（分）

（分） 兄



（10 限目/18） 

 

 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
１
５
分
） 

 
 

 

 

 

・縦の長さが一定である，長方形の

横の長さと面積について，値の変

化と対応の仕方を調べる。…比例 

 

 

 

 

 

・面積が一定である，長方形の縦と 

横の長さについて，値の変化と対 

応の仕方を調べる。…反比例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・同じ題材から，着目する 2つの数量によって， 

 値の変化や対応の仕方が変わることを実感させ

る。 

 ⇒どの数量に着目するかで，比例になったり反比

例になったりするんだ！ 

・反比例については，表で整理し，変化の仕方と 

 対応の仕方について特徴をまとめさせる。 

・小学校でも反比例は，長方形を使って学習してい

ることを踏まえて，発問する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○反比例の意味や変

化の特徴を理解して

いる。（発言内容） 

 

展
開
①
（１
０
分
） 

・問１をする。 

  …       …

 時間 …  

 

①ｘとｙの関係を表にまとめなさ 

い。 

②ｙをｘの式で表しなさい。 

 

・小学校では，変化の特徴で反比例を定義している

が，中学校では，式の形で反比例を定義しなおす。 

・問 1をもとに，再度，表から反比例の変化の仕方 

 と，対応の仕方について，生徒に説明させる。 

 

 

 

◎反比例の関係を 

ｙ＝ａ/ｘの形の式

に表すことができ

る。  （ノート） 

 

展
開
②
（１
５
分
） 

・問２をする。 

次の①～③について，ｙをｘの式で 

表しなさい。また，ｙはｘに反比例 

するといえますか。 

①18ｍのロープをｘ等分したとき， 

 １本分の長さが，ｙｍである。 

②９Lの水をｘL使ったとき，残りが 

 ｙLである。 

③面積 30ｃｍ２，底辺ｘｃｍの三角 

形の高さがｙｃｍである。 

 

 

 

 

 

 

・「ｙをｘの式で表しなさい」とは，どういうこと 

 か全体で確認する。 

・「ｙはｘに反比例する」ということを説明するた 

めには，何が言えればよいかを確認する。 

→ｘの値が２倍，３倍，…になるとそれにともな 

ってｙの値は１/２倍，１/３倍，…となること。     

 →ｙ＝ａ/ｘの形の式で表せること。 

・①は連続量でないことを確認する。 

・②は単調減少であれば，反比例であるという感覚 

を持っている生徒もいると考えられるので， 

生徒からの発言から，反比例するとは言えない 

理由を引き出す。 

・③は，ｙ＝３０/ｘやｙ＝１５/ｘと誤答しがちな 

ので，手立てが必要な生徒へは，三角形の面積 

の公式や表にあてはめて考えさせる。 

 

ま
と
め
（５
分
） 

・反比例の式と表の特徴についてま 

とめる。 

・反比例の式の形を２種類まとめさせる。 

 ｙ＝a/ｘ，ｘｙ＝a 

・比例の式と，間違えそうな形，例えばｙ＝４/ｘや 

 ｙ＝ｘ/４などの違いなども，よく確認しておく。 

 

情報の収集 

【本時のめあて】 

表や式から，反比例の特徴を理解することができる。 

 















（11 限目/18） 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
３
分
） 

 
 

 

 

 

・前時で学習したことを，振り返り， 

 変域や比例定数が負の数まで拡張 

すると，何が変わって，何が変わ 

らないのかを，調べていくことを 

 確認する。 

 

 

 

 

・前時でまとめた，ことを全体で復唱させる。 

 →ｘの値が２倍，３倍，…となるとそれにともな 

ってｙの値は１/２倍，１/３倍，…となること。 

 →ｙ＝ａ/ｘの形の式で表すことができる。 

  

 

展
開
①
（３
０
分
） 

・問３，問４を通して，反比例の式 

から，変域を負の数まで拡張した 

場合の値の変化や対応について， 

表から特徴を調べる。 

  

ｙ＝６/ｘ 
 …              …

 …   …

 

 

ｙ＝－６/ｘ 
 …              …

 …   …

 

 

 ①ｘとｙの関係を，次の表にまと 

めなさい。 

 ②ｘの値が２倍，３倍，…となる 

  とｙの値はどうなりますか。 

  ｘ＞０，ｘ＜０のそれぞれの変 

域で調べなさい。 

 

・表にまとめる際，yの値の符号を間違えやすいの 

で，確認しながら進めていく。 

・比例定数が，正の数の場合と負の数の場合で，何 

が変わって，何が変わっていないかを発表させる。 

・ｘ＜０の変域でも，変化の仕方がｘ＞０の場合と 

同じであることを確認する。 

・ｘ＝０のときのｙの値が存在しないことや表の表 

し方などを丁寧に指導する。 

（0でわることができないことは，1章で確認済み） 

 ⇒反比例では，ｘ＝０のときのｙの値は存在しな

いんだ！ 

 

 

○反比例の関係に関

心を持ち，具体的な

事象の中から反比例

としてとらえられる

２つの数量を見いだ

したり，その関係を

式で表したりしよう

としている。 

（発言内容・ノート） 

展
開
②
（１
５
分
） 

・問５をする。 

 次のア～エのうち反比例であるも

のを答えなさい。また比例定数を

答えなさい。 

ア ｙ＝１２/ｘ イ ｙ＝ｘ/１２ 

ウ ｙ＝－４/ｘ エ ｘｙ＝－２０ 

 

  

・アとイについては，生徒は間違いやすい問題なの 

で，しっかりと見て判断できるようにする。 

→「反比例の式では，ｘは分母，分子どちらにあ 

りましたか」 

 →生徒たちの表現で，比例の式と反比例の式の特 

徴を再度確認する。 

○比例： ｙ＝ ａ × ｘ 

  「比例の式は比例定数とｘとが積の形」 

  「比例の式は，ｘは分母にくることはない」 

  ○反比例：ｙ＝ ａ ÷ ｘ 

  「反比例の式は比例定数とｘとが商の形」 

  「反比例の式は，ｘが必ず分母にくる」 

・ウについては，比例定数には符号も含まれること 

 を再度確認する。 

・エのｘｙ＝－２０は，「ｘｙ＝（決まった数）の

形になっているので反比例である」という見方や，

ｙ＝の形にも変形させ，「ｙ＝ａ/ｘの形だから反

比例である」といった見方ができるようにする。 

  

◎変域が負の範囲や

比例定数が負の場合

についても，反比例

の関係になるものが

あることをとらえる

ことができる。 

（ノート） 

 

ま
と
め 

（２
分
） 

・反比例の特徴について，前回に加 

えて新たに分かったことをまとめ 

る。 

・反比例の，値の変化と対応についての特徴をこと 

ばでまとめさせる。 

 

 

情報の収集 

【本時のめあて】 

反比例の式を用いて，反比例であることを説明することができる。 



（12 限目/18） 

 

 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
１
５
分
） 

 
 

 

 

 

・比例定数ａを決定するためには， 

 どうすればいいか確認する。 

 

 

 

 

 

 

・問題文の中に，比例の式を求めるのに必要な情報が 

 何であるかを確認する。 

 「yは xに反比例する」「ｘ＝１２のとき，ｙ＝６」 

・問題文の中で，質問（聞いているところ）はどこか 

 を確認する。 

 「ｙをｘの式で表しなさい」 

「ｘ＝９のときのｙの値を求めなさい」 

・代数的な解答の仕方にも慣れさせることを意識す 

る。 

・比例定数をｘの値×ｙの値，ｘｙ，のように計算 

で求められることを表からも確認できるようにす 

る。 

・展開以降の時間を確保するため，導入における 

板書は，プリントで用意し確認後生徒に配付し， 

ノートに貼らせる。 

 

 

 

 

 

展
開
①
（１
５
分
） 

・問６をする。 

 ｙがｘに反比例するとき，次の場 

 合について，ｙをｘの式で表しな 

 さい。 

また，ｘ＝－３のときのｙの値を 

求めなさい。 

①ｘ＝２のときｙ＝９ 

②ｘ＝６のときｙ＝－４ 

・例題に比べ，問題の質問の仕方が異なるため，問 

題を解くのに混乱している（問題を整理するのに 

困っている）生徒が多くいれば，①の方だけ生徒 

とともに解答し，イメージを持たせる。 

・Ｃ層の生徒には，ミニ表を書かせ，その対応を見 

てｘの値とｙの値の積から比例定数を求める方法 

を定着させる。 

・反比例の式を求める部分と，ｙの値を求める部分 

 を分けて書くようにする。 

・解く過程を机間指導で確認する。 

 ⇒比例定数が掛け算で求められるから，比例より

計算が楽だな！！ 

◎対応する１組の

ⅹ，ｙの値から反比

例の式を求めたり，

比例の式に数を代入

して対応する値を求

めたりすることがで

きる。 

（ノート，発言内容） 

 

 

展
開
②
（１
５
分
） 

・問７をする。 

  １分間に４Ｌずつ水を入れると， 

 １時間で満水になる水槽がありま

す。次の問いに答えなさい。 

 ①この水槽には，何Ｌの水が入り 

ますか。 

 ②１分間にｘＬずつ水を入れると 

ｙ分で満水になるとするとき， 

ｙをｘの式で表しなさい。 

 ③１分間に５Ｌずつ水を入れる

と，何分で満水になりますか。 

 

・何がｘで，何がｙであるかをことばで説明させる。 

・単位を揃えて考えることを確認する。 

・計算だけでは，問題の全体像がつかめない生徒も 

いるので，そういった生徒へは，表をかかせ何が 

分かって，何が分からないのか視覚的に理解でき 

るようにさせる。 

⇒やっぱりミニ表が大活躍だ！！ 

・②について，問題の前に，「１分間に入る水の量 

と，満水になるまでにかかる時間にはどのような 

関係がありますか。又それはなぜですか」を生徒 

に問う。 

・解く過程を机間指導で確認する。 

ま
と
め 

（５
分
） 

・比例の式の求めるときのポイント 

をまとめる。 

・ｙはｘに反比例する⇔ｙ＝ａ/ｘ 

・反比例の式やｘ，ｙの値を求めるとき，ミニ表で 

整理すると分かりやすい。 

 

情報の収集 

【本時のめあて】 

反比例の関係にある，一組の値から比例の式を求めることができる。 



（13 限目/18） 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
５
分
） 

 
 

 

 

 

・反比例のグラフの形を予想させる。 

 

 

 

 

 

・比例のグラフの特徴を確認し，反比例のグラフは 

どんな形になると考えられるか発表させる。 

・どうすればグラフをかくことができるか確認する。 

 →表をつくり，対応するｘとｙの値の組を図に取 

っていけばグラフがかける 

 

 

 

 

 

展
開
①
（３
０
分
） 

・ｙ＝６/ｘとｙ＝－６/ｘでグラフの 

特徴を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ｙ＝１２/ｘとｙ＝－１２/ｘのグラ

フをかく練習をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グラフにおいて，ｘ＞０，ｘ＜０という表現につ 

いてもその意味を丁寧に確認しておく。 

・比例定数が負の数なので，対応する点の位置を間 

違えないよう，生徒同士で確認させる。 

・すでに，ｙ＝６/ｘとｙ＝－６/ｘについては扱っ

ており，表も作成しているので，ここでは，始め

から表を提示しておく。 

・表からグラフに点を取るのが難しい生徒向けに， 

 点をとったものものも準備しておく。 

・第１象限について，ｘの値を限りなく小さくした 

り，限りなく大きくした時，ｙの値はどのような 

値をとるのか確認することを通して，座標軸が， 

反比例のグラフの漸近線となることを感覚的に理 

解させる。 

⇒限りなく近づくけど，決してその値には到達し 

ないって不思議だな！ 

 

○反比例のグラフの

特徴を見いだすこと

ができる。 

（ワークシート） 

 

 

 

 

 

◎反比例の式から表

をつくり，反比例の

グラフをかくことが

できる。 

（ワークシート） 

 

 

展
開
②
（１
０
分
） 

・反比例のグラフだけでなく，式や 

表，グラフの特徴をノートにワー 

クシートを貼り，まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・比例の特徴をまとめたものと見比べさせる。 

・ワークシートにまとめさせる前に，表や式，グラ 

フの特徴を発問により答えさせ，全体でイメージ 

をつくってから，ワークシートへまとめさせる。 

・机間指導で，うまくまとめができない生徒へは個 

別に支援する。 

 

⇒こうやって，学習したことをまとめると，学ん

だことや使い方が整理できて分かりやすい！！ 

⇒比例のときにまとめたものをもう一度確認し

ておこう！！ 

 

 

ま
と
め

（５
分
） 

・反比例で学習したことをまとめる 

 

 

・反比例のグラフの特徴だけでなく，式や表におけ 

 る特徴を整理し，確認する。 

 

 

 

 

 

整理・分析 情報の収集 

【本時のめあて】 

反比例のグラフの特徴を調べよう。 

 





   













   









①　




 …              …

 …              …

②　




 …              …

 …              …





 









 





①




 …              …

 …              …

②




 …              …

 …              …



（14 限目/18） 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
１
０
分
） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

・支点からの距離と重さの関係については，小学校 

の理科で学習しているので，支点からの距離と重

さとの積が釣り合うことを確認する。 

・おもりの重さと，支点からの距離は反比例の関係 

であることを確認する。 

・力のモーメントについては，高校で学習するが， 

 ここでは深入りしない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展
開
①
（１
５
分
） 

・解くための手立てを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表から比例定数が３００であり，乾電池をつるし 

 ている場所が支点から何 cm離れているか調べる 

 ことができたら，乾電池の重さが分かることを確 

 認する。 

・ワークシートに乾電池の重さを調べるための手立 

てを書かせる。 

⇒積が一定になるような関係はすべて反比例の

関係なんだ！ 

・単３電池１本の重さがおよそ２３ｇ出あることを 

 伝える。 

◎具体的な事象の中

から取り出した 2つ

の数量関係が反比例

であることを理解

し，変化や対応の特

徴をとらえたり，そ

れらを説明したりす

ることができる。 

（ワークシート） 

 

 

 

 

展
開
②
（２
０
分
） 

・発展問題 

 

 

 

 

 

 

 

・歯数と回転数の関係を表にまとめ 

 るなどして考えを交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・歯数の意味を押さえる。 

・歯数とギアの回転数が反比例の関係にあることを 

 確認する。 

・後のギアが小さい方が車輪の回転数が増しスピー 

ドが出ることなどを連想させる。 

・円が大きいときと小さいときの特徴をドライバー 

などの取っ手をイメージさせながら確認する。 

ま
と
め

（５
分
） 

・問題を振り返る 

 

・本時の課題を通して，２つの数量の関係を表や式 

 で捉えることが，課題の解決につながることを確 

認する。 

 

 

まとめ・創造・表現 

【本時のめあて】 

反比例で学習したことを活かして，乾電池の重さを求めよう。 

【課題】 

図のようなてんびんがあります。支点の左には乾電池２個をつるして固定し，

視点の右にはおもりをつるし，おもりの重さと視点からの距離をいろいろ変え

て，左右がつり合うようにします。右のおもりと重さｘｇと支点からの距離ｙ

ｃｍの関係は，以下の表の通りです。このとき，どうすれば乾電池の重さを求

めることができますか。 

 

 

 

 

      

      

【課題】 

３段変速の自転車で，ペダルについている前のギアの 

歯数と，後ろのギア A，B，Cの歯数を調べたところ前 

のギア…36，後のギア A…12，B…15，C…18でした。 

このとき，坂道を登るのに適しているギアは A，B，C 

のどれか答えなさい。 

【追課題】 
○支点から乾電池をつるしている

ところまでの距離を測るとおよ

そ６．５ｃｍでした。このとき，

乾電池１個の重さはおよそ何ｇ

といえますか。 

⇒ 

 

 

歯数   

回転数



　　燃費（／Ｌ）

車の総重量（ｔ） 





（15 限目/18） 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 
(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（１
０
分
） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
資料 1 レンタカーの情報            資料２ 出発してからの時間と 

出発地点からの距離との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料３ 車の総重量と燃費との関係      資料４ １Ｌあたりのガソリン代 

 

 

 

 

・本時の流れを確認する。 

・問題把握をする。 

 

 

 

 

 

 

・本時の流れと，評価規準について確認させる。 

・資料１：レンタル料と 4人が乗車した際の車の総 

重量。 

資料２：４人が計画している，出発してか 

らの時間と出発地点からの距離を表した 

グラフ。 

資料３：車の総重量と燃費との関係を表したグラ 

フ。 

資料４：車をレンタルする日の１Lあたりのガソ 

リン代。 

・それぞれの資料について意味が把握できている 

か，分からないことがないか確認する。 

 

 

 
 

 

実行 

【本時のめあて】 

反比例で学習したことを活かして，乾電池の重さを求めよう。 

【パフォーマンス課題】 

あなたは，これから友だちと４人で車を借りて１２０ｋｍ離れた，遊園地に行くことを計画し

ます。Ａ社の車のレンタル料は，１日１万８０００円です。Ｂ社の車のレンタル料は，１時間２

千円です。どちらもレンタル料に加えて，使用したガソリン代も追加して払わないといけません。

次の資料を参考にして，どちらの車を借りた方が得か説明してください。説明には，表やグラフ，

式などあれば分かりやすいですね。 

【本時のめあて】 

比例・反比例の知識を活用して，課題を解決しよう。 

   



出発してからの時間（時間）

出発地点からの距離（）



 

 

展
開
①
（
１
５
分
） 

・課題解決の為グループで協力して 

 情報を整理・分析する 

 

 

・情報を整理・分析するために 

①どんな情報が資料から読み取れるか。 

②課題解決にどんな情報が必要か。 

③どうすれば，得かどうかを比較することができ 

るか。 

などを視点において考えさせる。 

・グループで，説明を考えさせる際，ホワイトボー 

ドを使って整理させる。 

・状況により，グループでの思考が停滞している場 

合は，各グループ代表で 1名偵察に廻らせる。 

・机間指導により，２グループ程度指名し，問題を 

どのように整理したかを全体で発表させる。 

 

○比例や反比例を用

いて具体的な事象を

とらえ説明すること

に関心をもち，問題

の解決に生かそうと

する。 

（行動観察，ワーク

シート） 

【主－①，他－①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎具体的な事象の中

から取り出した 2つ

の数量関係が比例，

反比例であるかどう

かを判断し，変化や

対応の特徴をとらえ

たり，それらを説明

したりすることがで

きる。 

（ワークシート） 
【◆思－①②③④】 

 

 

 

展
開
②
（１
０
分
） 

・課題と比例・反比例とのつながり 

を確認する。 

 

 

・資料３で，反比例のグラフを読み取る場面や資料

４を用いて必要なガソリン代を計算する際比例の

考えを使うことなどを振り返る。 

⇒どこに比例と反比例が関係しているのかな？ 

 

展
開
③
（１
０
分
） 

・個人で，説明をまとめる。 

 

 

 

・グループで整理分析したことや，全体の発表を受

けて，その結果を相手に分かりやすく伝えるため

には，どう説明すればよいかを考え，自分なりに

まとめる。 

・解答の様式は自由とする。 

・説明がかけた人は，本時の自己評価をさせる。 

ま
と
め
（５
分
） 

・課題を振り返りまとめる。 

 

・本時の課題を解決するにあたり，学習してきた， 

 比例や反比例の何が役に立ったか，どんな考えが 

大切であるかを書かせる。 

・複数の資料を分析することの楽しさや難しさを 

 交流する。 

 



（16 限目/18） 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
１
０
分
） 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

・ニュースなどに流れる為替や株価を表示された 

 画像を提示し，このことについて知っていること 

 を交流し，為替については，社会科の中３で学習

するので，例を示しながら，円をドルに替えるこ

と，ドルを円に替えることの意味を理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

○比例や反比例を用

いて具体的な事象を

とらえ説明すること

に関心をもち，問題

の解決に生かそうと

する。（行動観察，

ワークシート） 

【主－①，他－②】 

 

展
開
①
（２
０
分
） 

・課題を解決する。 

 

 

 

 

 

 

・出発するとき,ｘ円をｙドルに両替するとしたとき 

 のｘとｙの関係を表や式で表すよう指示する。 

  

 円 

 ドル 
　






 

・帰国するとき，ｘドルをｙ円に両替するとしたと 

 きのｘとｙの関係を表や式で表すよう指示する。 

 

 

 ドル 

 円 
　

 

⇒こんなところにも比例が使われているんだ！ 

・個人で考えをまとめる。 

◎具体的な事象の中

から取り出した 2つ

の数量関係が比例，

反比例であるかどう

かを判断し，変化や

対応の特徴をとらえ

たり，それらを説明

したりすることがで

きる。 

（ワークシート） 

【思－①②③④】 

 

展
開
②
（１
５
分
） 

 

 

 

 

 

 

・円をドルに両替するときは，円安

の方が得か，円高の方が得か考え

る。 

・ドルを円に両替するときは，円安

の方が得か，円高の方が得か考え

る。 

・考えを交流する。 

・日本とアメリカ同士で日本の製品を輸出（売る） 

するときには，円安・円高どちらが日本にとって 

得か，また，アメリカの製品を輸入（買う）する 

ときには，円安・円高どちらが日本にとって得か 

についても生徒に考えさせる。 

 

ま
と
め 

（５
分
） 

・課題を振り返りまとめる。 

 

・本時の課題を解決するにあたり，学習してきた， 

 比例や反比例の何が役に立ったか，どんな考えが 

大切であるかを書かせる。 

 

実行 

【本時のめあて】 

円とドルの関係を考えよう。 

【課題】 

あなたは，アメリカに旅行に行きました。お土産を買うために，おこ

づかいをドルに両替して持って行きました。日本を出発するときには， 

「１ドル＝１２０円」でした。あなたは，１５００００円をドルに両替

して持って行きました。アメリカで６５０ドル使って，日本に帰るとき

に，その残金をまた円に両替して帰国しました。ドルと円の関係は，毎

日変わっています。日本に帰国するときには，「１ドル＝１１５円」に

なっていました。あなたは円に両替した残金はいくらになっています

か。 

【追課題】 
○１ドル１２０円のときと， 

 １ドル１１５円のときと 

 どちらが得なのだろう 



（17 限目/18） 

（※題材引用資料：東洋館出版社「教える空間から学び合う場へ」牧田秀昭・秋田喜代美著） 

 

 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
５
分
） 

 
・表をもとに，様々な対応する２つ 

の数量について，規則性を探るこ 

とを学習することを確認する。 

 

Ａ 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・はじめに２つの表を提示し，空欄を埋めさせ，規 

則性や特徴について説明させる。 

・Ａの表については，比例の関係であることが分か

るが，Ｂについては，反比例と反射的に予想しが

ちであるが，1次関数と見取ることもできるため，

ここで生徒に興味を持たせる。 

⇒Ｂは反比例じゃないの？ 

⇒なんで，ｘの値が６のとき，ｙの値が２７にな 

るの？ 

・本時は，表のみを使って考えさせる。 

・２つ程度難しい規則性のあるものを提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展
開
①
（２
０
分
） 

・様々な対応する２つの数量間の規 

則性を探る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一次関数や２次関数になるものやことばと数字に 

規則性があるもの，絵と数字に規則性があるもの 

などいろいろなものを提示し，空欄には何があて 

はまるのか，どんな規則性があるのかを考えさせ 

交流する。 

⇒関数って面白い！！ 

・８問程度用意するが，以下の視点持って提示する。 

①比例に似た一次関数 

②多対１対応，０への対応 

③反比例，負の数の意識 

④変域の意識，答えなしの存在 

⑤言語と言語，図形と言語との対応 

⑥言語と数，図形と数との対応 など 

◎対応する２つの数

量間には，様々な 

関係があることに関

心を持ち，自ら新た

な関数をつくりだし

たり，その関係を調

べたりしようとす

る。（行動観察，ワ

ークシート） 
【思－①②③④， 

主－①，他－②】 

 

 

 

 

展
開
②
（２
０
分
） 

・関数の問題の出題者となり問題を 

作る。 

・これまで作られていない，数と数の対応を必ず一 

つは作らせる。これは，比例・反比例でもそれ以 

外の関数でもかまわない。 

・全体でグループごとに発表してもらう。 

・関数では，本時で学習した，「入力」と「出力」 

 の関係とその関係をつくりだす規則性が非常に重 

要であること，日常社会においても，この関数と 

いう概念がいかに大切なものであるかを，いくつ 

か例示して実感させる。 

・関数という領域の学習についての今後の見通しを 

 持たせる。 

ま
と
め
（５
分
） 

・課題を振り返りまとめる。 

 

 

 

 

 

・「関数とは何か」という質問に自分なりのことば 

で，文章でまとめるよう指示する。 

 

実行 

【本時のめあて】 

「何かを入れると，ある規則に従って何かが出てくる。」この規則をつくる

機械の中では何が行われているのか探ってみよう。 

   

   ？

     ？

    ？ 
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学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
１
０
分
） 

 
 

 

 

 

・この章で学習してきたことについて，大きく何に 

ついて学習したのかを生徒に確認する。 

・この章で学習した，比例・反比例と関数について， 

 何が分かり，何ができるようになったのかを，こ 

の時間で振り返ることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展
開
（
３
０
分
） 

・この章で学習した，比例や反比例， 

関数についての振り返りをする。 

・比例・反比例と関数についての振り返りシートを 

配布し，それぞれ自分のノートとファイルをもと 

にこの単元で学習したことをまとめさせる。 

・机間指導により，学習してきたことの過程がイメ 

ージできるようなまとめ方をしている生徒につい 

ては評価をし，全体にも紹介する。 

 

（振り返りシート） 

【思－①②③④， 

主－①，他－②】 

 

 

 

ま
と
め
（１
０
分
） 

・単元を振り返る。 ・振り返りシートで，どんなことをこの単元で学び， 

 どんな力が身についたかを書かせる。 

  

 

振り返り 

【本時のめあて】 

この単元の振り返りをしよう。 


